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【火山灰の被害】 

 噴火するたびに、火山灰が降るため、市民は舞い上がる火山灰の中で生活しなけ

ればならなかった。 

 農作物にも大きな影響を与え、道路は散水車で火山灰を流さなければならず、各

家庭では降灰袋に灰を詰めて除去しなければならなかった。 

 
 
【長期の避難生活】 

 火砕流が収まったあとも、山に積もった火山灰により、土石流が継続して発生し

ていたため、住民は長期の避難生活を送ることとなった。 

 避難所だけでは、環境が厳しいため、客船やホテルに交代で泊まったりしていた。

更に避難生活が継続したため、仮設住宅を建設し、最大で 3,841 人が入居するこ

ととなった。 
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【過去の体験の継承】 

 火山災害は発生頻度が小さいため、災害の経験が風水害のように継承されないこ

とが多い。 

 雲仙岳の噴火の際には、有珠山や三宅島などの噴火の経験のある地域に視察に行

ったり、助言をもらった。しかし、雲仙岳の噴火の後、2000 年に有珠山や三宅

島が噴火した際には、逆に雲仙岳の経験・教訓を聞きに来るなど、噴火の経験が

伝承されていなかったのだ。 

 雲仙岳・島原でも噴火から 28 年が経過し、教訓が薄れていっている可能性が高

い。 

 学生、若い人達には、噴火災害を経験した家族・親戚の話を聞いて、当時の経験

を学び、更に学んだことを他の地域にも伝え広めていくことを期待したい。 

 

＜活動・避難訓練の様子＞ 


